
お祭りは、
わくわくするね。

大
たい

漁
りょう

や海
うみ

での安
あん

全
ぜん

を祈
いの

る。

祭りのなかの子
こ

どもたち

山
やま

田
だ

町
まち

教育委
い

員
いん

会
かい

まつりちゃん 海
かい

大
た

くん

祭
ま つ

りと伝
で ん

統
と う

芸
げ い

能
の う

教
きょう

育
い く

と文
ぶ ん

化
か

⑤
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神輿出
しゅっ

発
ぱつ

市
し

街
がい

地
ち

を練
ね

り歩
ある

く神
み こ し

輿

神輿には大
たい

漁
りょう

旗
き

を巻
ま

いた旗
はた

印
じるし

がつき従
したが

います。

台
たい

風
ふう

18 号
ごう

による大
おお

雨
あめ

の中
なか

、灯
あか

りのともされた神輿が練り歩きます。

神輿を八幡大
だい

神
かぐ

楽
ら

が先
せん

導
どう

します。

山
や ま

田
だ

の秋
あ き

祭
ま つ

り（山田八はち幡まん宮ぐう例れい大たい祭さい／大おお杉すぎ神じん社じゃ例大祭）

山田八幡宮
例大祭神輿巡

じゅん

幸
こ う

2017（平
へい

成
せい

29）年
ねん



3

　台風一
いっ

過
か

の青
あお

空
ぞら

の下
もと

、震
しん

災
さい

から
里
さと

宮
みや

が復
ふっ

活
かつ

して初
はじ

めてのお祭
まつ

りです。

　例
れい

年
ねん

は「おしおごり」と呼
よ

ばれる神
み こ し

輿の海
かい

上
じょう

渡
と

御
ぎょ

が
行
おこな

われますが、台
たい

風
ふう

で中
ちゅう

止
し

になりました。
　上

うえ
の写

しゃ
真
しん

は2015（平
へい

成
せい

27）年
ねん

の「おしおごり」です。

国
こく

道
どう

45 号
ごう

を練
ね

り歩
ある

く神輿

　魚
うお

市
いち

場
ば

へ。大杉神社に 
祀
まつ

られている「アンバさま」は
漁
りょう

の神
かみ

です。

　夜
よる

の柳
やなぎ

沢
さわ

地
ち

区
く

を練り歩く神輿。
　つき従

したが
う旗

はた
印
じるし

や山
だ

車
し

にも灯
あか

りがともされ、
光
ひかり

の行
ぎょう

列
れつ

のようです。

大
お お

杉
す ぎ

神
じ ん

社
じ ゃ

例
れ い

大
た い

祭
さ い

神輿巡
じゅん

幸
こ う

2017（平成29）年



コラム
神
か

楽
ぐら

とは
　神楽とは、神

しん

事
じ

において神
かみ

様
さま

に奉
ほう

納
のう

する
ために行われる歌

か

舞
ぶ

のことです。
　そしてこれは、宮

きゅう

中
ちゅう

で行われる御
み

神楽と、
民
みん

間
かん

の里
さと

神楽に分けることができます。 
山
やま

田
だ

町
まち

に伝
つた

わっているのは、この里神楽のうち修
しゅ

験
げん

者
じゃ

に
よって伝えられた「山

やま

伏
ぶし

系
けい

神楽」と、愛
あい

知
ち

県
けん

にある熱
あつ

田
た

神
じん

宮
ぐう

発
はっ

祥
しょう

である熱
あつ

田
た

太
だい

神楽の流れをくむ「獅
し

子
し

神楽」にあたり
ます。

長
おさ

内
ない

七
しち

福
ふく

神
じん

4

荒川のさんさ踊
おど

り（大
おお

川
かわ

さんさ）

荒
あら

川
かわ

念
ねん

仏
ぶつ

剣
けん

舞
ばい

不
ふ

動
どう

尊
そん

神楽白
しろ

石
いし

神楽

豊
とよ

間
ま

根
ね

・荒
あら

川
か わ

地
ち

区
く



八
はち

幡
まん

大
だい

神
か

楽
ぐら

保
ほ

存
ぞん

会
かい

 佐
さ

々
さ

木
き

紀
のり

幸
ゆき

さんのお話
　八幡大神楽は、八幡鹿

しし

舞
まい

、山田境
さかい

田
だ

虎
とら

舞
まい

とともに山田
八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の三
さん

役
やく

をつとめています。神
み こ し

輿の行
ぎょう

列
れつ

では、まず 
神
しん

幸
こう

旗
き

と太
たい

鼓
こ

が前
まえ

ぶれになり、次に八幡大神楽が道
みち

を清
きよ

め、
そして鹿舞と虎舞にまもられて神輿が進

すす

みます。
　山田の祭

まつ

りでは、神輿が大神楽につっこんできます。これほど神
かみ

様
さま

と
近
ちか

い祭りは、ほかの地
ち

方
ほう

にはないでしょう。
　子

こ

どもたちには「祭りは楽
たの

しい」という経
けい

験
けん

をさせてあげないと。踊
おど

りや 
お囃

はや

子
し

を伝
つた

えていくことも大
たい

切
せつ

ですが、祭りの楽しさを私
わたし

たちが子ども 
たちに伝え、そして子どもたちが大

お と な

人になったとき、そのときの子ども 
たちにさらに伝えていくことこそが「伝

でん

統
とう

」なのだと思
おも

います。

5

引
ひ

き継
つ

がれていく山
や ま

田
だ

町
ま ち

の

関
せき

口
ぐち

剣
けん

舞
ばい

八幡鹿舞

山田境田虎舞

山田大神楽

八幡大神楽

しらべてみよう 自
じ
分
ぶん
のすむ地

ち
区
く
には、

どんな伝
でん
統
とう
芸
げい
能
のう
があるだろう。

山田・織
おり

笠
か さ

地区
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伝
で ん

統
と う

芸
げ い

能
の う

大沢大
だい

神
か

楽
ぐら

大沢虎
とら

舞
まい

山
やま

谷
や

獅
し

子
し

踊
おど

り

しらべてみよう 虎舞や剣
けん
舞
ばい
には、どんな歴

れき
史
し
があるだろう。

山谷獅子踊り組
くみ

合
あい

 千
ち

代
よ

川
かわ

善
よし

春
はる

さんのお話
　山谷獅子踊りは、閉

へ

伊
い

頼
より

基
もと

ゆかりの根
ね

城
じょう

館
だて

から大沢の判
はん

官
がん

家
け

に伝
つた

わり、判官家が山谷の人
ひと

びとに踊り手
て

をたのんで、
1752（宝

ほう

暦
れき

２）年から魚
な

賀
が

波
は

間
ま

神
じん

社
じゃ

に奉
ほう

納
のう

されています。 
そのため頭

かしら

には一
いち

番
ばん

太
た

夫
ゆう

は神
しん

紋
もん

、二
に

番
ばん

太夫は判官家の家
か

紋
もん

が入
はい

ったお神
み

酒
き

徳
どっ

利
くり

が彫
ほ

られています。
　 踊りは獅 子 、太

た

刀
ち

、太
たい

鼓
こ

、 
そして笛

ふえ

で構
こう

成
せい

されています。
最
さい

近
きん

、踊りがやりたいと高
こう

校
こう

生
せい

が
ほかの地区から来

き

てくれました。
ありがたいことです。

判官家の家紋入
い

りのお神酒徳利が彫られている二番太夫の頭

大
おお

沢
さ わ

地
ち

区
く



大浦虎
とら

舞
まい

湾
わん

台
だい

虎舞

7

大
おお

浦
うら

大
だい

神
か

楽
ぐら

こんなにたくさんの
伝
でん

統
とう

芸
げい

能
のう

があるんだね。

大浦のさんさ踊
おど

り

夏
か

織
おり

さん

山
やま

の内
うち

剣
けん

舞
ばい

荒
あら

神
がみ

大神楽

船
ふな

越
こ し

・大浦地
ち

区
く



オソノエラ鍾乳洞
臥龍梅

鯨山
四十八坂

船越大島（通称:タブの大島）

大釜崎

多久里滝

赤平金剛

霞露ケ岳

明神崎
山田湾

大島（オランダ島）

十二神山

関口不動尊奥宮

41

41

山
や ま

田
だ

の神
じ ん

社
じ ゃ

8

　山田町
まち
にあるたくさんの神社は、私

わたし
たちの先

せん
祖
ぞ
が自

し
然
ぜん
のめぐみに感

かん
謝
しゃ
し、海

うみ
や山

やま
での

安
あん
全
ぜん
、子
し
孫
そん
の幸
こう
福
ふく
などを願

ねが
っていたあかしでもあります。

　『山田町
ちょう
史
し
』によれば、小

ちい
さなものも数

かぞ
えれば町

ちょう
内
ない
には約

やく
200もの社

やしろ
やお堂

どう
があります。

話し合ってみよう 自
じ
分
ぶん
の住

す
む地

ち
区
く
には、どんな祭

まつ
りや行

ぎょう
事
じ
、伝
でん
統
とう
があるだろう。

白
はく

山
さん

神社・稲
いな

荷
り

神社

関
せき

口
ぐち

神社（関口不
ふ

動
どう

尊
そん

）

大
おお

杉
すぎ

神社

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

（山田八幡宮）

※ここでは神社本
ほん

庁
ちょう

に属
ぞく

する町内の神社を「登
とう

録
ろく

名
めい

（通
つう

称
しょう

）」の形
かたち

で紹
しょう

介
かい

しています。

織
おり

笠
かさ

八幡宮

小
こ

谷
や

鳥
どり

神社（月
げっ

光
こう

大
だい

明
みょう

神
じん

）

霞
か

露
ろが

嶽
たけ

神社

魚
な

賀
が

波
は

間
ま

神社 諏
す

訪
わ

神社

荒
あら

神
がみ

社
しゃ

八幡宮（田
た

の浜
はま

八幡宮）

学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業
平成30年３月発行


